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このたび、東 北・北陸地方にて大雨 による 災害に遭われ た方々 に、心よりお 見

舞い申し上げ ます。  

現在会員登録数 3,857 人さま。次号は９ 月 21 日発行の予定 で す／  
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【１】お知ら せ  
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●  IICLO オンライン 講座Ⅰ「授業 に役立 つ！子どもの 文学５ つのレッスン 」  

第４回「あま んきみこ を読み直す②「ちいち ゃんのかげお くり」の 配信を開始

しました。後 半には 発展読書案内 もあり ます。  

◎講師：土居 安子（ 当財団総括専 門員）  

◎視聴料： 1300 円   ◎対象：子 どもの 本に関心のあ る方な らどなたでも  

※お申し込み （ Peatix）→  https://iicloonline1-4.peatix.com 

 

◇全５回のう ち、第１回、第３回、第４ 回を配信中で す。内容、詳細は  ↓↓  

 http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#iicloonline1 

 

●「おはなし モノレ ール」参加者 募集  

貸切の大阪モ ノレー ル車内で「おはな し会 」を楽しみ、彩都の 会 場で「パネル

シ ア タ ー 」 を 観 て い た だ く お 子 様 向 け の イ ベ ン ト で す 。 ５ 歳 か ら 小 学 ３ 年 生

までのお子様 と保護 者、あわせて 120 人を募集します 。今年 の定員は例年 の

半分にしてい ます。 開催は９月 19 日（月 ・祝）、参 加費はひ と り 500 円（大

人・子ども同 額）で す。申込締切 は９月 １日（木）。詳細は ↓ ↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#ohanashimonorail 

 

●「第 39 回  日産  童話と絵本のグ ランプ リ」作品募集  

詳細は↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#39boshu 

 

●  研究紀要の原稿 募 集  

当財団では「 大阪国 際児童文学振 興財団  研究紀要」第 36 号の原稿を募集し

ています。応 募締切 は 10 月 31 日（月） です。詳細は ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/04_journal/boshu.html 
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●  寄付金を募集し て います  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

※ Syncable →  https://syncable.biz/associate/19800701/ 

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

 https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  
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***************************************************************** 

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Masayo's Talk 

***************************************************************** 

『風さわぐ北 のまち から  少女と 家族の 引き揚げ回想 記』  遠藤みえ子 /著  

石井勉 /絵  佼成出 版 社 2022年 6月  対象年 齢：小学校高 学年以 上  

 

＊今回のゲス トは愛 知淑徳大学の 酒井晶 代さん（Ｍ） です。  

＊作品の結末 まで書 かれています 。  

 

あらすじ：朝 鮮半島 に住んでいた 11歳のれい子の家族 （母、 兄、弟、妹３

人、父は出征 ）が敗 戦を迎え、半 島北部 の鎮南浦でソ 連兵と 同じ家に住ん

だり、朝鮮人 の家に 住まわせても らった りしながら、 引き揚 げを待ち、何

とか日本に帰 ってく るまでを描い た実話 。一連の体験 を著者 の姉、れい子

の視点から描 いてい る。  

 

Ｙ：著 者は当時、５ 歳 。実際に体験した こと と言っても、事情 がわ からなかっ

たり、覚えてい なかっ たりする中で、お母さ んに直接質問 したり、手紙のや

りとりをした りする ことでこの作 品が書 かれました（「 おわり に」によ る）。  

Ｍ ： そ の た め か 、 読 者 も 歴 史 的 な 状 況 を 頭 に 入 れ な が ら 読 み 進 め る こ と が で

き、わかりや すくな っていると思 いまし た。  

Ｙ：『 1945 年  鎮南浦 の冬を越えて  少女 と家族の引き 揚げ回 想録』（長 崎出

版  2012 年 1 月）を改稿したと末 尾に書 かれています が、か なり変更され

ています。本書 の方が 、れい子の統一 した視 点かつ、時系列 で読み 通すこと

ができ、まと まりを 感じました。  

Ｍ ： 誰 一 人 命 を 落 と す こ と な く 、 倉 敷 へ 帰 っ て き た と き 、 同 じ 村 の 人 た ち が

「奇跡じゃ」と 言いま すが、本当に奇 跡的な ことだったと 思いま した。冒頭

か ら 結 末 ま で 、 い つ 命 を 落 と し て も お か し く な い 状 況 の 繰 り 返 し で 、 幸 運

が重なって全 員が帰 国できたこと がわか ります。  

Ｙ：それは、日本が虐 げてきた朝鮮 半島の 人々の助けに よって でした。キム さ

ん は 、 自 分 が 親 日 と の 理 由 で 投 獄 さ れ な が ら も 、 れ い 子 た ち 家 族 に た き ぎ

な ど 、 冬 を 越 す た め の 貴 重 な も の を も た ら し て く れ ま す 。 れ い 子 の 父 が キ

ムさんの息子 たちの 先生だったと いう儒 教的理由から でした 。  

Ｍ：そして、ソ連の将 校に家を追い 出され たときに助け てくれ たのは、向か い

の ピ ル ヒ の オ モ ニ で し た 。 ピ ル ヒ は 友 だ ち で あ る れ い 子 た ち が 来 る こ と を

歓 迎 し ま す が 、 ピ ル ヒ の 姉 は れ い 子 た ち に 冷 た い 態 度 を と り ま す 。 オ モ ニ

が助けてくれ たのは 、「隣人を愛 せよ」とい うキリスト教 の教え によってで

あることがあ とでわ かります。  

http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701/
https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


Ｙ ： キ ム さ ん や ピ ル ヒ の オ モ ニ が れ い 子 の 家 族 を 助 け た の は 、 戦 争 中 の れ い

子 の 両 親 の 、 現 地 の 人 に 対 す る 姿 勢 が か か わ っ て い た の で は な い か と い う

ことが読み取 れます 。  

そ れ か ら 、 れ い 子 た ち を 追 い 出 し た ソ 連 の 将 校 の 場 面 は 、 実 話 だ か らこ

そのおもしろ さがあ りました。  

Ｍ：一緒に住 んでいる ときは、共用 するトイ レで鉢合わせ になっ たり、クリス

マ ス に そ の 将 校 が れ い 子 の 妹 の 房 子 が 熱 を 出 し て 苦 し そ う に し て い る の を

知 っ て 、 鼻 水 を 吸 い 上 げ て く れ た り 、 一 方 で 、 日 本 人 の 女 性 を 連 れ 込 ん だ

り、敵だから 悪者と は割り切れな い描写 がリアルに感 じまし た。  

また、れい 子の視点か ら描いている せいか、れい子、み え子、文子 、房子

の四人姉妹の 日常も おもしろかっ たです 。  

Ｙ ： 特 に 、 し っ か り 者 の れ い 子 と 引 っ 込 み 思 案 だ け れ ど 観 察 力 に 優 れ た み え

子（＝著者） の性格 の違いは際立 ってい ました。  

Ｍ ： 敗 戦 後 も 続 い た 戦 争 を 伝 え る 貴 重 な 資 料 か つ 、 子 ど も 向 け の 読 物 が 出 版

されたことを うれし く思いました 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 84 回「十六日」  

 飛び込んで きた声  

 

前回の「泉あ る家」 (当メルマガ NO.143)につづいて、小 説的な 作品を取り上

げます。タ イトルの「 十六日」と いうのは盆 の十六日、ことしなら 、今週の火

曜日にあたり ます。 書き出しは、 こうで す。  

 

〈 よ く 晴 れ て 前 の 谷 川 も い つ も と ま る で ち が っ て 楽 し く ご ろ ご ろ 鳴 っ た 。

盆 の 十 六 日 な の で 鉱 山 も 休 ん で 給 料 は 呉 れ 畑 の 仕 事 も 一 段 落 つ い て 今 日 こ

そ 一 日 そ こ ら の 木 や と う も ろ こ し を 吹 く 風 も 家 の な か の 煙 に 射 す 青 い 光 の

棒もみんな二 人のも のだった。〉  

 

「二人」とい うのは、この小屋で暮 らす嘉 吉とおみち、いっしょ になって 3 年

になるけれど 、まだ子 どもはないの です。め ったにない骨 休みの 日、嘉吉は、

昼近くまで寝 ていま す。おみちは 、膳のし たくをして待 ってい ます。ようや く

起 き 出 し た 嘉 吉 と お み ち が 膳 (味 の ち が う 三 つ の 餅 で す )に む か っ た と き 、 河

岸 で カ ー ン カ ー ン と 岩 を た た く 音 が し て 、 や が て 、 門 口 か ら 「 若 い 水 々 し い

声」が飛び込 んでき ます。――「 今日は ちょっとお訪 ねいた しますが」  

 

声の主は、か ばんをも って、鉄鎚を さげた学 生でした。仙 台の大学 で地質学を

勉 強 し て い て 、 化 石 を さ が し に 来 た よ う で す 。 嘉 吉 は 、 い っ し ょ に 地 図 を 見

て、道案内 をしてやり 、おみちは 、学生に も 膳をすすめま す。学生 は、お礼に

敷 島 (紙 巻 き た ば こ の 銘 柄 )を 一 つ と キ ャ ラ メ ル の 小 さ な 箱 を 置 い て 、 ま た 足

早に出ていき ます。  

 

学 生 が 飛 び 込 ん で き た こ と が 、 夫 婦 の あ い だ に 小 さ な 波 紋 を 起 こ し ま す 。 学

生 が 去 っ た あ と 、 お み ち は 、「 娘 の よ う な 顔 い ろ で ま だ ぼ ん や り し た よ う に 」

座っています 。嘉吉は 、おみちが学 生に心を ひかれたのか と考え て、かっとな

り ま す 。 嘉 吉 は 怒 鳴 り 、 お み ち は 泣 き 出 し ま す 。 せ っ か く の 一 日 が 台 無 し で

す。それでも、い くつ かのやりとり のあと、おみちは、「何云うべ  この人あ、

人ばがにして 、」と さ わやかに笑い 、嘉吉も 、「ごろり と寝そべ っ て天井を見な



がら」何べん も笑う のです。  

 

作品のおしま いは、こ うです。――「キャラ メルの箱と敷 島は秋 らしい日光の

なかにしずか に横た わった。」キャラメ ル をおみち、敷 島を嘉吉 として、「 きわ

めて象徴的に 爽やか なエロスの匂 いをさ せて結ばれて いる。」とする意見が あ

りますが (山本早苗 「「十六日」 考」 1979 年 )、どうでしょう 。「 泉ある家」も

合 わ せ て 、 賢 治 の 小 説 的 な 作 品 に 人 物 の 心 理 を 描 く モ チ ー フ を 見 る の は 伊 藤

眞一郎です (「宮沢賢 治の小説的作 品につ いて」 1975 年 )。伊藤 は、「十六 日」

には嘉吉の感 情の起 伏を読んでい ます。 (馬車別当 ) 

 

（本文の引用 は、筑摩 書房刊『宮沢賢治コ レ クション２  注文の 多い料理店』

によりました 。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ３８  

***************************************************************** 

 

と、もうすこし で手が とどこうと思 うころ、三ちゃんのか らだが、クルリと

ね じ れ て 中 心 を う し な っ た と 思 う と 、 そ の ま ま 、 ま る で 鳥 の は ね み た い に 着

物をひろげて すーっ と下へおちて いった 。  

 

（「タカの 巣とり 」『 とらちゃんの 日記』 p.51 千葉省三 /作  岩波少年文庫  

岩波書店  1960 年 6 月初版、引用は 1971 年 10 月第 14 刷から）  

 

小学校の夏休 みに、「 日記」とい うタイト ルに惹かれて 読み、自分の生活と は

ま っ た く 違 う け れ ど 、 子 ど も の 気 持 ち の よ く わ か る 人 の 作 品 だ な あ と 思 っ た

記憶がありま す。何度 か読み直して います が、今回また 読んで、ある出来事が

起 こ る こ と に よ っ て 、 こ れ ま で 見 て い た 風 景 が ま っ た く 異 な っ て 見 え る と い

う場面が特に 心に残 りました。  

 

引用の場面は、５ 人の 子どもが「村のわ かい しゅ」に知られな いよ うに、タカ

の 巣 を と り に い く 場 面 で す 。 小 さ い 杉 か ら タ カ の 巣 が あ る ボ タ ン 杉 に の り う

つ っ て 、 の ぼ っ て い き 、 三 ち ゃ ん が タ カ の 巣 を 見 つ け た と 言 っ て 巣 の 方 に 近

づいていき、 木から 落ちてしまい ます。  

 

タ カ の 巣 を 見 つ け た 三 ち ゃ ん の こ と を 少 し う ら や ま し く 思 い な が ら 見 守 っ て

いた子どもた ちは、三ちゃんが木 から落 ちた瞬間、「だれ も、声ひとつたて な

いで、ぼんやりと それ を見ていた。その うち に、気がつくと、み ん な真っ青に

なってしまっ た。」と あり、それから、大 慌てで木をす べりお りて、三ちゃん

を探します。  

 

同じような展 開は、と らちゃんが、源ちゃん をつきとばし たら、源 ちゃんが鎌

をふみつけて 血を出 した場面（「とらち ゃ んの日記」）や、じ ぞ うさまに妹のよ

だれかけをあ げてい いことをした と思っ ていた「おれ」が、母 親に「死んだ子

のこんだぞ。あん なこ として、おやすが 死ぎ でもしたら、どう する 気だ！」と

言 わ れ て 今 ま で の 気 持 ち が ひ っ く り 返 っ て し ま っ た り す る 場 面 （「 じ ぞ う さ

ま」）など でも見ら れ ます。  

 

方 言 が 全 体 の ト ー ン を 作 っ て い ま す 。 そ し て 、 登 場 人 物 が 一 部 重 複 し な が ら

も 、 異 な る 子 ど も の 視 点 か ら 村 の 日 常 の 体 験 が 短 編 と し て 重 ね ら れ て 一 つ の



世界を作り上 げてお り、その構成を興味 深 く読んだ記憶 も残っ ています。（Ｙ ） 

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

あべのハルカ ス美術 館で９月４日 まで開 催されている 「出版 120 周年  ピー

ターラビット 展」に行ってきまし た。ビアトリクス・ポター（ 1866-1943）に

よ る 「 ピ ー タ ー ラ ビ ッ ト 」 シ リ ー ズ 最 初 の 絵 本 『 ピ ー タ ー ラ ビ ッ ト の お は な

し』の出版 120 周年を祝って、ピ ーター ラビットの誕 生前夜 から今日に至 る

までを振り返 る展示 です。原画やスケ ッチ 、書簡、出版された 本 、グリーティ

ングカード、 人形な ど約 170 点が展示さ れています。  

 

ビ ア ト リ ク ス が ５ 歳 の 男 の 子 の お 見 舞 い に 送 っ た 、 ピ ー タ ー ラ ビ ッ ト の 元 と

な る 絵 手 紙 の 直 筆 オ リ ジ ナ ル は 日 本 初 公 開 だ そ う で す 。 ピ ー タ ー ラ ビ ッ ト 誕

生 以 前 に 挿 絵 画 家 と し て 描 い た ウ サ ギ を 擬 人 化 し た グ リ ー テ ィ ン グ カ ー ド も

展示されてい ました。ウサギは擬人 化され ていますが、しぐさや 表情、動作は

ウサギそのも のです。また、飼って いたウサ ギをモデルに 描いた、さまざまな

ポーズや場面 のスケ ッチや水彩画 なども ありました。  

 

『 ピ ー タ ー ラ ビ ッ ト の お は な し 』 の カ ラ ー の 原 画 は 、 初 版 が 出 版 さ れ る と き

に採用されな かった り、削除され たりした 挿絵も、すべ て展示さ れていて、お

話 を 追 っ て た っ ぷ り 楽 し め ま す 。 シ リ ー ズ の ほ か の お 話 の 手 書 き 草 稿 ノ ー ト

などもありま した。  

 

ピーターラビ ットの グッズもたく さん紹 介されていま した。ビ アトリクスは 、

百 貨 店 で 売 ら れ た 粗 悪 な ピ ー タ ー の ぬ い ぐ る み が 不 満 で 、 自 ら 型 紙 を 作 っ て

人形を完成さ せ、特 許登録をした そうで 、 1905 年に作られた ピーターのぬ い

ぐ る み が 展 示 さ れ て い ま し た 。 絵 本 の キ ャ ラ ク タ ー を 商 品 化 す る た め に 特 許

を取得した最 初の人 だそうです。 1919 年頃に販売され た「ピ ーターラビッ ト

の追いかけっ こゲー ム」という ボードゲ ームは、「ピータ ーラ ビット」シ リー

ズ に 出 て く る 、 あ ひ る の ジ マ イ マ や か え る の ジ ェ レ ミ ー な ど を か た ど っ た 鉛

製の駒がとて もかわ いくて、ゲー ムをし てみたいと思 いまし た。  

 

ピーターラビ ットが 日本で最初に 紹介さ れた『日本農業 雑誌』（日就社）の「お

伽小説：悪戯な 小兎」（ 1906 年）や、『幼年 の友』（実 業之日本社 ）の「ピータ

ロー兎」（ 1915 年）な ども展示され ていて、日本でも長く 愛され ているのだな

と思いました 。（Ｋ ）  

 

あべのハルカ ス美術 館  https://www.aham.jp/ 
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【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  2022 イタリア・ボ ローニャ国際 絵本原 画展  

会  期：８月 13 日 (土 )～９月 25 日 (日 ) 水曜休館  

時  間： 10： 00～ 17： 00 

場  所：西宮 市大谷 記念美術館（ 兵庫県 西宮市）  

料  金：有料  

主  催：西宮 市大谷 記念美術館 /(一社 )日本国際児童図 書評議 会（ JBBY）  

 



●  萩尾望都ＳＦ原 画 展  宇宙にあ そび、 異世界にはば たく  

会  期：９月 ９日 (金 )～ 19 日 (月・祝 ) 会期中無休  

時  間： 10： 00～ 20： 00 

場  所：あべ のハル カス近鉄本店 （大阪 市）  

料  金：有料  ※小 学生以下無料  

主  催：萩尾 望都Ｓ Ｆ原画展実行 委員会  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  
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【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『風 さ わぐ北のまちか

ら』をプレ ゼントしま す。ご希望 の方は、メ ールで件名「メルマガ  NO.144 プ

レゼント希望 」とし 、 (1)お名前  (2)郵便番 号・住所  (3)電話番号  (4)メール

アドレス、よ ろしけ れば  (5)このメルマ ガのご感想を お書き のうえ   

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は９月 12 日（月 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

８月も終盤に なると 思い出すのは 夏休み の宿題。最後 の追い 込みに明け暮 れ

たことや、大 好きだ ったけど、時 に厳し かった先生を 思い出 します。最近 の

学校の中には 、ほと んど宿題がな かった り、宿題の採 点を保 護者が担うと こ

ろもあったり すると のこと。どん な夏休 みが子どもに とって 幸せなのか、 考

える私の夏休 みでし た。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


